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虚
佐
世
保
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
海
を
眺
め
た

　
際
に
高
架
橋
が
視
界
を
遮
ら
な
い
構
造
に
す
る

許
橋
げ
た
や
照
明
塔
な
ど
の
配
色
を
「
島
々
と
海
の
青
」

　
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
に
す
る

距
景
観
に
配
慮
し
た
修
景
板
や
シ
ン
プ
ル
な
形
状
の

　
照
明
を
採
用
し
煩
雑
感
を
軽
減
す
る

鋸
排
水
管
を
け
た
内
部
に
納
め
、
す
っ
き
り
と
し
た

　
印
象
に
す
る

　
こ
の
ほ
か
構
造
を

単
純
に
し
、
無
駄
な

装
飾
を
排
除
す
る
な

ど
、
整
備
コ
ス
ト
の

縮
減
も
図
ら
れ
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
で
は
、
周
囲
の
自

然
環
境
や
緑
豊
か
な

街
路
空
間
に
配
慮
し

た
緑
化
事
業
な
ど
が

施
さ
れ
ま
す
。

整
備
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

①
国
道
　
号
の
渋
滞
緩
和

35

　
現
在
、
国
道
　
号
は
一
日
に
約
五
万
七
千
台
の
車

35

が
通
行
す
る
本
市
の
幹
線
道
路
で
、
市
中
心
部
に
用

件
が
あ
る
車
と
、
市
中
心
部
を
通
過
す
る
だ
け
の
車

が
混
在
し
、
頻
繁
に
交
通
渋
滞
が
起
き
て
い
ま
す
。

佐
世
保
道
路
の
供
用
は
、
市
中
心
部
を
通
過
す
る
だ

け
の
車
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
国
道
　
号
の
渋
滞
緩

35

和
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
と
、
今
後
の
道
路
整
備

が
人
間
を
中
心
と
し
た
も
の
へ
転
換
さ
れ
、
新
た
な

横
断
歩
道
の
設
置
や
歩
道
の
拡
幅
な
ど
利
便
性
、
安

全
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま

た
本
市
が
進
め
て
い
る
佐
世
保
駅
周
辺
再
開
発
地
区

へ
の
交
通
の
便
も
良
く
な
り
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
、

円
滑
な
計
画
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
県
北
部
周
遊
観
光
の
短
時
間
化

　
現
在
、
市
中
心
部
か
ら
佐
々
町
ま
で
は
、
国
道
2
0

4
号
を
利
用
し
た
場
合
約
　
分
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

25

佐
々
佐
世
保
道
路
を
利
用
し
た
場
合
約
7
分
で
行
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
間
短
縮
に
よ
り
、
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
や
西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
平

戸
島
な
ど
県
北
部
の
周
遊
観
光
が
容
易
に
な
り
、
観

光
客
や
宿
泊
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
促
進

　
佐
々
佐
世
保
道
路
の
終
点
で
あ
る
佐
々
I
C
周
辺

に
立
地
し
て
い
る
小
佐
々
工
業
団
地
・
佐
々
工
業
団
地

の
分
譲
地
が
ほ
ぼ
完
売
し
て
い
る
の
を
見
て
も
、
企

業
の
道
路
整
備
に
対
す
る
期
待
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
企
業
立
地
に
よ
り
、
本
市
を
含

め
た
県
北
部
の
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
促
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

高架橋の整備イメージ

1月16日、西日本高速道路株式会社などが

「高速道路の有効活用・機能強化に関する計画案」

を発表し、地方部の高速道路が上限1,000円で利用

できる施策（※）などが示されました。計画案では本市

が要望していた西九州自動車道も対象とされており、

国の施策と連動した本市への経済効果が期待されます。

　この制度は国の平成20年度第二次補正予算と関連法案の

　　成立後に実施され、同22年度まで実施される予定です。

※ETC（自動料金収受システム）の利用者を対象として、

　土・日曜、祝日に地方部の高速道路を上限料金1,000

　円（1,000円未満はおおむね半額）で利用できる施策。

佐世保から上限1,000円で

冗道路建設課　緯24-1111
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国
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国際通りの夜間全面通行止め
佐世保高架橋工事に伴い、国際通りの夜間
全面通行止めを実施しています。ご不便を
お掛けしますが、ご協力をお願いします。
　期間　1月26日～9月上旬のうち
　　　　延べ112日間（予定）
　時間　21時45分～翌5時15分
　場所　国際通り（米海軍基地前から中央
　　　　消防署までの間、約500ｍ）
冗長崎河川国道事務所　緯095-839-9211

　
福
岡
県
福
岡
市
を
起
点
と

し
て
、
佐
賀
県
唐
津
市
、
伊
万
里

市
、
松
浦
市
、
佐
世
保
市
な
ど
を
経
て

佐
賀
県
武
雄
市
の
長
崎
自
動
車
道
路
に
接
続

す
る「
西
九
州
自
動
車
道
」。
全
長
は
約
百
五
十
熟

に
及
び
、
九
州
西
北
部
の
地
域
経
済
の
活
性
化
、
快
適

で
豊
か
な
生
活
環
境
な
ど
を
目
指
し
、
国
に
よ
り
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
西
九
州
自
動
車
道

の
一
環
を
成
す
の
が
、
本
市
で
建
設
中
の
「
佐
世
保
道

路
」
と
「
佐
々
佐
世
保
道
路
」
で
す
。
そ
の
供
用
予
定

や
整
備
効
果
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
に
相
浦
中
里
ま
で
供
用

　
西
九
州
自
動
車
道
佐
世
保
道
路
と
佐
々
佐
世
保
道

路
は
、
大
塔
町
か
ら
北
松
浦
郡
佐
々
町
ま
で
を
つ
な

ぐ
道
路
で
、
平
成
十
年
に
佐
世
保
大
塔
I
C（
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）か
ら
佐
世
保
み
な
と
I
C
間
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
世
保
み
な
と
I
C
か
ら
現
在
整
備
中
の
相
浦
中

里
I
C
ま
で
の
供
用
は
平
成
二
十
一
年
度
に
予
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
同
二
十
二
年
度
に
佐
々
I
C

（
仮
称
）ま
で
の
供
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
世
保
中
央
I
C
の
供
用
開
始
と
同
時
期
に
、
佐

世
保
み
な
と
I
C
の
料
金
所
機
能
は
大
塔
I
C
に
移

設
さ

れ
ま
す
。

佐
世
保
大
塔
I

C
か
ら
佐
世
保
み
な

と
I
C
ま
で
の
現
在
の
料

金
は
百
五
十
円（
普
通
車
）で
す

が
、
佐
世
保
大
塔
I
C
か
ら
佐
世
保

中
央
I
C
ま
で
の
料
金
も
百
五
十
円（
同
）

と
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
佐
世
保
中
央
I
C
か

ら
佐
々
I
C
ま
で
の
通
行
料
は
無
料
で
す
。

都
市
景
観
に
配
慮
し
た
整
備

　
佐
世
保
駅
周
辺
の
佐
世
保
高
架
橋
の
整
備
は
、
5

回
に
わ
た
っ
て
景
観
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
周
辺
の
都
市
景
観
と
調
和
さ
せ
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

08

佐
々
佐
世
保
道
路
　
佐
世
保
中
央
IC
 死
獅
 佐
々
IC
 無
料

料
金
所
移
設

佐世保中央IC周辺の整備状況

佐
世
保
道
路
、佐
々
佐
世
保
道
路
の
整
備

佐
世
保
道
路
　
佐
世
保
大
塔
IC
 死
獅
 佐
世
保
中
央
IC
 1
50
円

 死
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
獅

平成
21年度
供用開始

 死
氏
氏
氏
氏
氏
氏
氏
獅
�

平成
22年度
供用開始

佐世保
大塔IC

佐世保
みなとIC

佐世保
中央IC

相浦
中里IC

佐々IC
（仮称）

搾搾
搾搾
搾搾
搾搾
搾搾
搾搾
搾
搾
搾

搾搾

佐世保駅周辺の整備状況

西
九
州
自
動
車
道

地
域
経
済
の
活
性
化
、
快
適
で
豊
か
な
生
活
環
境
を
目
指
し
て


